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福島第一原子力発電所
過去の汚染水漏えい箇所に関する土壌調査結果について

経緯
2015年3月、H4エリア外堰内水位低下に伴う調査により、外周堰の外部にて高線量
箇所(土壌)を確認。4月13日より全９箇所について調査を開始。

土壌調査方針
対象エリア：高濃度汚染水を扱う1-4号エリアの35m盤
過去の汚染水漏えいから、下記条件を全て満たす対象を抽出
堰外漏えい （海洋流出含む）
 RO濃縮塩水 （ALPS水、RO処理水、雨水は除外）で数十リットル以上漏えい

抽出箇所についてβ線測定

高線量箇所(0.1mSv/h （β線による70μm線量当量率）以上)発見後の対応

汚染土壌の回収・フェーシング：0.01mSv/h （β線による70μm線量当量率）まで回収

干渉物（密集配管、タンク基礎等移動困難な物）等により、回収困難な場合は、
速やかにフェーシングをし、雨水接触防止、遮へいを図る

 リプレイス等の際に参考とするため、明確に記録として残す

結果
９箇所のうち７箇所については、一部の土壌で0.1mSv/h （β線による70μm線量当量
率）以上が測定されたため、今後は対応方針に則り土壌の回収・フェーシングを実施
していく。
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 調査対象箇所

③Ｈ４タンク（NO.5）からの漏えい
約300m3（RO濃縮塩水：H25.8.19）
【H27.3.11外周堰内サーベイ実施済み】
最大箇所：2.0mSv/h

（β線による70μm線量当量率）
（0.1mSv/h超え箇所12箇所確認）

【調査済】
④H4エリア（カナフレックス管）
からの漏えい約120m3

（RO濃縮塩水：H24.3.26）

①Ｈ6タンク（C1）天端からの漏えい
約100m3（RO濃縮塩水：H26.2.19）
【測定日：H27.4.21】
最大箇所：1.1mSv/h

（β線による70μm線量当量率）
［外周堰内コンクリート部スポット１箇所］
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②ＲＯ移送配管より漏えい約12m3

（RO濃縮塩水：H24.4.5）
【測定日：H27.4.21】
最大箇所：0.48mSv/h

（β線による70μm線量当量率）
［廃材置場西側土壌部］
その他、 周辺に0.1mSv/hを超える線量率の
拡がり有り

⑥蒸発濃縮装置水漏れ約0.24m3

（RO濃縮塩水：H23.12.4）
【測定日：H27.4.17】
最大箇所：13mSv/h

（β線による70μm線量当量率）
［蒸発濃縮装置ハウス脇コンクリート部］
その他、コンクリート地面・土壌地面に
0.1mSv/hを超える線量率の拡がり有り

Ｂ

⑤淡水装置の濃縮水一時貯水槽下部
ドレン部からの漏えい約50m3

（RO濃縮塩水：H23.6.29）
【測定日：H27.4.21】
0.10mSv/h超過なし
タンク設置のため、漏えい箇所の確認はでき
ないことから西側・北側内周堰外周辺（コンク
リート部地面）を測定

⑦ＲＯ移送ライン漏えい約0.05m3
（RO濃縮塩水：H23.7.31）
【測定日：H27.4.21】
最大箇所：0.17mSv/h

（β線による70μm線量当量率）
［C排水路暗渠脇土壌地面スポット１箇所］

⑧淡水化装置のホースから漏えい
約0.04m3（RO濃縮塩水：H23.10.8）
【測定日：H27.4.22】
最大箇所：40mSv/h

（β線による70μm線量当量率）
［Eエリア北側法面土壌地面］
Eエリア北側法面土壌地面に0.1mSv/hを超
える線量率の拡がり有り

⑨水処理ＲＯ停止 約0.025m3

（RO濃縮塩水：H23.11.17）
【測定日：H27.4.21】
0.10mSv/h超過なし

地表面測定（5～10cm高さ）
β線による70μm線量当量率
＝70μm線量当量率－1cm線量当量率
有効数字２桁にて表示


